
 

 

2021 年 2 月 25 日記者会見冒頭の梶田隆章会長の挨拶 

 

 

 本日は、日本学術会議の記者会見にお集まりいただき、どうもありがとうございます。新型

コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う緊急事態宣言のもと、一時期に比べると新規感染者は

減ってきましたが、緊急事態宣言が発出され続けているため、今回もオンラインでの記者会見

とさせていただきます。 

 

 現時点で新型コロナウイルスに、国内で４２万人を超える方が感染し、７，６００人を超え

る方がお亡くなりになっております。亡くなられた方々ならびにご家族の方々に心より哀悼の

意を表します。いまも闘病中の方々、さらに感染症の影響で深刻な困難にさらされておられる

多くの方々にも深くお見舞い申し上げます。ワクチンの先行接種が医療関係者に始まったとは

いえ、感染の収束はまだ時間がかかると考えられています。そして新型コロナウイルスの影響

は社会のいろいろなところに及んでおり、様々な課題解決に向けて学術会議もしっかり取り組

んでいく決意です。そこで、２月９日に幹事会声明「新型コロナウイルス感染症対策の検討に

ついて」を発出しました。既に公表済みですので、本日の記者会見の会見項目には入れており

ませんが、私の方からこの場をお借りして再度アナウンスをさせていただきます。 

 

 さて、昨年１２月に日本学術会議では「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて(中間報告)」

をまとめ、公表しました。これはあくまで中間報告であり、我々としては４月の学術会議総会

での承認を目指して報告書を取りまとめる予定です。そこで、本日のこの会見では、取りまと

めに向けて、今後の予定についてお話しします。また、その一環として会員、連携会員、そし

て学協会にアンケート調査を行いました。その狙いと、利用方法については菱田副会長が簡単

に説明します。また、この調査がきっかけとなって、学術会議の若手アカデミーが意見をまと

めましたので、これについて本日は若手アカデミーの松中幹事より報告します。 

 

 なお、１月に「日本学術会議会員任命問題の解決を求めます」との幹事会声明を出しました

が、官房長官の記者会見でのご発言以上のものを、我々としては聞いておりません。引き続き、

任命問題の解決を求めていきます。 

 

 最後に、２日後の２月２７日に開催予定の日本学術会議主催学術フォーラム「危機の時代に

おけるアカデミーと未来」を開催予定です。このフォーラムについては既に１月の記者会見時

に少しお話ししたかと思いますが、菱田副会長より再度アナウンスします。 

 


